


i 自由報告

A (老親扶養)

1.韓国における少子他と出産動向をめ々って(金香男)
2.日・台・韓大学生のもつ老親扶養意識(細江容子)
3.7'°γタルネットワーク社会における高齢者の生きがい・介護に関する日米比較分析(熊谷文枝)

全体的には、それぞれの報告が良くまとまっ

ていたという印象である。第l報告では、韓国

社会の家族規範を的確にとらえ、最新の統計資

料や調査結果から出生性比の不均衡の要因分

析がなされ、第2 報告では、1986 年と 97 ・98 ・

99 年におこなわれた老親扶養意識に関する日

本・台湾・韓国の大学生への質問紙調査結果の

比較という手堅い実証的研究から、産業化にと

もなう扶養意識の変化の考察がおこなわれ、第

3報告では、アメリカでの事例調査を中心に、
情報社会のなかで高齢者がインターネットや

Eメールを利用して家族などとのデジタルネ

ットワークをいかに形成していくのかについ

て、パソコン画面からのわかりやすい資料提示

により報告がおこなわれた。2時間で3報告の

ため、比較的余裕をもって報告と質疑応答がお

こなわれた。とくに第2報告では、韓国の家族

や政策をとりあげた第 1報告と関連した質疑

応答や意見吏換も活発であった。ただし、総括

討論の時聞が少なくなり、約10 分超過したこ

とは、司会者の不手際であった。

今後は、第3報告のようにパソコンを通じて

積極的に家族と交流する高齢者を対象にする

ケースの増加も予想されるので、「老親扶養」

よりも、「高齢者と家族」といった広い領域を

含むことのできる部会名にするほうが良いの

ではとも感じたしだいである。

(安達正嗣・名古屋市立大学)
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8 (家族とネットワーク)

1.在日中国人の家族と社会的ネットワーク:竹ノ下弘久
2.有配偶女性のパーソナル・ネットワークと家族意識:立山徳子
3紘家族世帯メンバーの連帯性と都市度効果の検討:野沢慎司

第 1報告者は、滞日中国人のサンプルを用い

て、ネットワーク構造が家族生活の満足度に及

ぼす影響について報告した。また第2報告者は、

都市規模とパーソナル・ネットワークという2

つの変数が、家族意識に及ぼす影響について報

告した。第3報告者は、核家族の世帯メンパー

の連帯性が世帯外のネットワークによって受

ける影響について報告した。これに続いてフロ

アーとのディスカッションが行われた。第3報

告に対しては家族のトライアドと集団性に着

目するアブローチについて、またイギリスの社

会学者ポットの研究手法を現代の日本の家族

に適用する際の問題点についての質疑応答が

あった。第2報告に対しては都市規機のみなら

ず、日本の地域性を考慮すべきではないかとい

う議論が交わされた。また都市社会学における

ネットワーク研究についても意見が交わされ

た。第1報告に対しては滞日中国人の調査とサ

ンプル特性についての質疑応答があった。

いずれの報告もソーシャル・ネットワークの

概念を用いて現代家族の意識や動態を明らか

にするという意欲的な試みであった。会場は満

員となり、フロアーとの聞に熱心かっ多岐にわ

たる議論が展開された。

(前田信彦・日本労働研究機構)
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